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年「日本のソーシャル・キャピタル」山内直人・伊吹英子編 NPO 研究情報センター 大阪大学大学院国際
公共政策研究科 
2 国土形成計画（全国計画）第 3章 新しい国土像実現のための戦略的目標 平成 20 年 7 月 国土交通省 
3 国土庁『明日の山村をめざして』地球社 1986 年 
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を図るための新規事業として「地（知）の拠点整備事業（大学 COC（Center of Community）
事業）」が盛り込まれている。その他、少子化、大学全入問題が緊要な課題となり、地域社会と
                                                          
6 居住地域を同じくし、利害をともにする共同社会。町村・都市・地方など、生産・自治・風俗・習慣など
で深い結びつきをもつ共同体。 
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8 2002 年の学校教育法改正に伴い、2004 年度以降、日本の大学は、文部科学大臣の認証を受けた評価機関
による評価を７年以内の周期で受けることが義務づけられた（認証評価制度）。これを受け、大学基準協会
は 2004 年度に機関別認証評価機関としての認証を受けた。 
































                                                          
10 2012 年 10 月に、国際ボランティア論（外国語学部・法学部）を履修する学生 90 名を対象にした。 
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 「佐本川柱松祭り」という伝統行事は江戸時代から 220 年以上続いた山深い里に伝わる
夏の奇祭で、疫病で村人が大勢亡くなり、災厄払いと供養のため始まったと伝えられる行
事である。お盆の 15 日夜、20 メートル近い高い柱の上に松明を投げ上げ、先端の鳥の巣
状のわらに点火させ高所の炎で天に願をかける。これまでこの行事を主催してきた地元保
存会は高齢化などのため昨年（2011 年）を最後に解散し、今後は途絶えてしまうと心配さ
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７．ビジネスとしての収益性と実需を創出する地域活性化マーケティング「今後の展開」 
 2010 年８月、2011 年８月、2012 年８月に「青少年の健全な育成と自然活動体験学習・忍者




にした場合、１名当たり 18,000 円の収益があり、1 シーズンに定員 50 名のキャンプを３回実
施すると 270 万円の実益となる。リピーターを増やすには、他団体と同等の価格設定では、集




表－５ 2010・2011・2012 年度平均単価（原価） 
内容 計算 １人当たり単価 
寝屋川市・すさみ町往復大型バス 60 人乗り料金 １台 200000 円 ÷ 60 名 3,300 円 
教材費 18000 円 ÷ 60 名 300 円 
食費費（3 泊 4 日） 19200 円 ÷ 60 名 3,200 円 
宿泊費 廃校を利用しているため無料 0 円 
国内旅行傷害保険 12000 円 ÷ 60 名 200 円 
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野菜は、キャベツで年間消費量は約 19 トンあることが判明した（図－２）。 
 すさみ町は、日本のレタス栽培の発祥の地で、レタス栽培が始まった当初、国内での需要は
それほど高くはなかったが、「米軍特需」やその後の洋食産業の伸びから消費が拡大し、紀南地
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表－６ 全国の中山間地域 耕作放棄地率の推移 

















 1985 年 1990 年 1995 年 2000 年 2005 年 
中山間地域 2.8％ 4.3％ 7.7％ 11.2％ 13.1％ 
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摂南大学 PBL プロジェクトだけにとどまらず、全国的なモデルケースとなるよう PDCA：Plan, 
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